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の一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正について

当社は、2022年11月９日に開示いたしました「2023年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部を

訂正いたしましたので、下記のとおり、お知らせいたします。

また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信します。

記

１．訂正の内容と理由

訂正の内容と理由につきましては、別途、本日（2023年４月７日）付「「2023年３月期第３四半期報告書の提

出」、「過年度に係る有価証券報告書等の訂正報告書の提出」、「2023年３月期第３四半期決算短信の発表」及び

「過年度に係る決算短信等の訂正」に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

２．訂正箇所

訂正箇所は 線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、訂正後の全文のみを記載

しております。

以 上
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(百万円未満切捨て)

１．2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 24,318 8.2 △351 ― △302 ― 477 ―
2022年3月期第2四半期 22,484 △1.5 △666 ― △683 ― △513 ―

(注) 包括利益 2023年3月期第2四半期 796百万円 ( ―％) 2022年3月期第2四半期 △450百万円 ( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 33.13 ―

2022年3月期第2四半期 △35.63 ―
（注）当社グループは、主要顧客である官公庁への納品が年度末に集中することから、収益は期末へ向けて増加する傾向にあります。

「添付資料1. (1)経営成績に関する説明」をご覧ください。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 50,347 24,248 47.1

2022年3月期 69,882 24,043 33.7

(参考) 自己資本 2023年3月期第2四半期 23,711百万円 2022年3月期 23,569百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― ― ― 40.00 40.00

2023年3月期 ― ―

2023年3月期(予想) ― 45.00 45.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2023年3月期の連結業績予想（2022年4月 1日～2023年 3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,900 3.0 4,000 3.2 4,000 1.6 3,400 45.3 235.86

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、「添付資料1. (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 ― 社 (社名) 、除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年3月期2Ｑ 14,418,025株 2022年3月期 14,418,025株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Ｑ 3,235株 2022年3月期 2,491株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Ｑ 14,415,203株 2022年3月期2Ｑ 14,417,413株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想のご利用にあたっての注意事項については、「添付資料1. (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループを取り巻く事業環境は、2021年度からスタートした政府主導の「防災・減災、国土強靱化のための５

か年加速化対策」により、道路、河川、砂防分野などにおける３次元地形データの計測、データの加工・解析、デー

タ活用のためのマネジメント技術の需要が高い水準を維持しております。また、「デジタル田園都市国家構想」の取

り組みにおいて、当社が保有する３次元モデルの構築技術やデジタルデータの活用技術を発揮できる領域が拡大して

おります。一方、新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢の影響、円安や資源価格上昇による物価高騰が進むな

ど、先行き不透明な状況が続いています。

このような事業環境下において当社グループは、引き続き「地球をはかり、未来を創る ～人と自然の共生にむけ

て～」を経営ビジョンに掲げ、企業活動の持続可能性（サステナビリティ）を維持・発展させるために、企業の社会

的責任（CSR）を包含したESG（Environment：環境／ Social：社会／ Governance：企業統治）に配慮した経営のもと、

空間情報事業を通して国際的な持続可能な開発目標（SDGs）の幅広い目標の達成を目指しております。

「パスコグループ中期経営計画2018-2022」５か年計画の最後の年となる当期は、目標に掲げる「持続的な企業成長

に向けた利益体質への変革」の達成に向けて、継続して取り組んでおります。目標達成に向けた当期の方針は、①最

先端技術の実用化推進と生産プロセスの改革、②新市場開拓に向けた新たなビジネスの本格稼働、③優位性を発揮す

るコンテンツビジネスの加速、④経営基盤の強化と働き方改革、の４つのテーマに注力しております。

さらに、DX（デジタル・トランスフォーメーション）と働き方改革を推進することで、持続的成長を可能にするニ

ューノーマル時代への対応を加速しております。

（具体的な活動）

高精度化・高精細化により大容量化する計測データの処理設備の充実と、処理・生産プロセスの改革を目的に、新

潟県新潟市に開設した空間情報処理センターは、2022年７月より稼働を開始しております。また、異業種連携により、

新たな防災・減災サービスの創出と市場展開などの具体化を目指す「防災コンソーシアム（CORE）」では、当社が参

画する「リアルタイムハザードマップ」分科会において、防犯カメラなどの映像から浸水状況を即時把握する AI 解

析モデルを開発いたしました。

さらに、人手不足や高齢化などの課題を抱える橋梁の維持管理や森林管理分野において、早期の事業化を目指して、

新たなビジネスモデルの提案を開始しております。具体的には、老朽化対策が急がれる道路橋の監視に有効な IoT遠

隔監視サービス「Infra Eye（インフラアイ）」の開発を完了、2023年４月からのサービス開始に向け提案活動を開始

しております。また、森林の境界明確化作業の効率化に有効な現地調査ツール「SmartSOKURYO POLE（スマートソクリ

ョウポール）」のサービス提供を開始しております。

各部門の活動の状況につきましては、以下の通りです。

国内公共部門においては、砂防・河川・森林分野における３次元地形計測業務や３次元都市モデルの構築業務、行

政のDX化に伴う各種台帳のデジタル化のほか、固定資産評価関連業務にも注力しました。

国内民間部門においては、輸送業務における部分最適から全体最適を目指して開発を進めている次世代の輸配送管

理システムソリューションにおいて、物流の上流部である中長距離の幹線輸送を支援する「LogiSTAR Geospatial

LINKS -Line」と、関係企業や部署の相互連携に向けた情報共有を可能にする「LogiSTAR Geospatial LINKS -Eyes」

の２サービスの提供を開始し、物流DXの推進活動を本格化しております。

海外部門においては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が残るものの、開発途上国や新興国向けの政府開発援

助（ODA）事業の拡大に努めました。
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（経営成績）

受注高および売上高、営業利益等の損益の状況を四半期ごとに示すと下記のとおりであります。

　当社グループは、主要顧客である官公庁からの受注が第１四半期に集中し、収益は年度末の納期に向けて増加する

季節的変動があります。

当累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）

（単位：百万円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 当累計期間

(４月～６月) (７月～９月) (10月～12月) (１月～３月) (４月～９月)

受注高 26,068 15,546 41,614

売上高 11,223 13,095 24,318

営業利益 △421 69 △351

経常利益 △378 75 △302

親会社株主に帰属する
当期純利益

450 27 477

前連結会計年度（2021年４月１日～2022年３月31日）

（単位：百万円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 前年同期間
前連結会計

年度
(４月～６月) (７月～９月) (10月～12月) (１月～３月) (４月～９月) (４月～３月)

受注高 27,144 16,030 8,337 10,419 43,174 61,931

売上高 10,575 11,909 15,406 18,337 22,484 56,228

営業利益 △525 △141 1,615 2,926 △666 3,874

経常利益 △535 △148 1,655 2,963 △683 3,935

親会社株主に帰属する
当期純利益

△419 △93 1,256 1,597 △513 2,340

受注高、売上高の状況をセグメントごとに示すと下記のとおりであります。

当累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）

（単位：百万円／前年同期比：％）

前連結会計年度末

受注残高
受注高

前年

同期比
売上高

前年

同期比

当四半期

連結会計期間末

受注残高

前年

同期比

１ 国内部門
(25,455)

25,455
39,771 △5.5 22,987 5.7 42,238 5.1

　(1) 公共部門
(19,361)

19,361
37,457 △4.1 20,144 7.4 36,674 6.9

　(2) 民間部門
(6,094)

6,094
2,313 △23.1 2,843 △5.1 5,564 △5.1

２ 海外部門
(938)

978
1,843 69.3 1,331 82.6 1,489 26.6

合計
(26,393)

26,433
41,614 △3.6 24,318 8.2 43,728 5.7

(注) １ 前連結会計年度末受注残高の上段（ ）内表示額は、前連結会計年度における年度末受注残高であり、下段

は当累計期間の外国為替相場の変動を反映させたものであります。
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＜国内部門＞（公共部門・民間部門）

国内公共部門の受注高は、当期は堅調に推移したものの、前期において航空レーザーによる測量業務等の受注が好

調だったため、前年同期比1,620百万円減少（前年同期比4.1％減）の37,457百万円となりました。売上高は、前期に

受注した大型の衛星データ受信業務等による増加により、前年同期比1,386百万円増加（同7.4％増）の20,144百万円

となりました。受注残高は前年同期比2,351百万円増加（同6.9％増）の36,674百万円となりました。

国内民間部門の受注高は、前期において不動産業界向けクラウドサービスで大型案件の受注があったため、前年同

期比694百万円減少（同23.1％減）の2,313百万円となりました。売上高は前年同期比154百万円減少（同5.1％減）の

2,843百万円となりました。受注残高は前年同期比297百万円減少（同5.1％減）の5,564百万円となりました。

この結果、国内部門（公共部門・民間部門）合計では、受注高が前年同期比2,314百万円減少（同5.5％減）の

39,771百万円、売上高は前年同期比1,232百万円増加（同5.7％増）の22,987百万円、受注残高は前年同期比2,054百万

円増加（同5.1％増）の42,238百万円となりました。

＜海外部門＞

海外部門の受注高は、当社において大型の航空測量業務の受注があったこと、インドネシアの子会社において大型

案件の受注があったことにより、前年同期比754百万円増加（同69.3％増）の1,843百万円となりました。売上高は、

３次元地図データ整備業務が好調であったこと等により、前年同期比602百万円増加（同82.6％増）の1,331百万円、

受注残高は前年同期比313百万円増加（同26.6％増）の1,489百万円となりました。

この結果、受注高合計は前年同期比1,560百万円減少（同3.6％減）の41,614百万円、売上高は前年同期比1,834百万

円増加（同8.2％増）の24,318百万円、受注残高は前年同期比2,367百万円増加（同5.7％増）の43,728百万円となりま

した。

利益面につきましては、売上総利益は、売上高の増加により、前年同期比594百万円増益（同13.0％増）の5,168百

万円となりました。

営業損益は、営業・管理人員増加に伴う人件費増加の影響で販売費及び一般管理費が前年同期比279百万円増加（同

5.3％増）したものの、売上総利益の増加により前年同期比315百万円改善し、351百万円の営業損失となりました。

経常損益は、営業損益の改善により前年同期比380百万円増加し、302百万円の経常損失となりました。

税金等調整前四半期純損益は、固定資産売却益1,096百万円の計上により前年同期比1,421百万円増加し、793百万円

の税金等調整前四半期純利益となりました。

親会社株主に帰属する四半期純損益は、税金等調整前四半期純利益の増加により前年同期比991百万円増加し、477

百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当社グループは、納品後の入金が年度明けの４、５月に集中することから、「受取手形、売掛金及び契約資産」お

よび「短期借入金」が年度末にかけて増加していき、第１四半期で減少する傾向があります。「受取手形、売掛金及

び契約資産」および「短期借入金」の推移を四半期ごとに示すと下記のとおりであります。

当連結会計期間

（単位：百万円）

第１四半期
連結会計期間

第２四半期
連結会計期間

第３四半期
連結会計期間

第４四半期
連結会計期間

受取手形、売掛金
及び契約資産

10,185 18,084

短期借入金 － 3,500

前連結会計年度

（単位：百万円）

第１四半期
連結会計期間

第２四半期
連結会計期間

第３四半期
連結会計期間

第４四半期
連結会計期間

受取手形、売掛金
及び契約資産

9,611 16,335 26,732 34,116

短期借入金 － 3,000 11,000 18,500

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末（以下「前期末」）より19,535百万円減少し

50,347百万円となりました。また、負債合計は前期末より19,739百万円減少し26,099百万円となりました。その主な

要因は、当累計期間に前期末営業債権の多くが回収され、回収資金で借入金を返済したことによるもので、「受取手

形、売掛金及び契約資産」が16,031百万円減少、「短期借入金」が15,000百万円減少となりました。

純資産合計は、前期末より204百万円増加し24,248百万円となりました。その主な要因は、剰余金の配当576百万円

により減少したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益477百万円、「為替換算調整勘定」が250百万円増加した

ことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響等を含め、2022年５月11日付にて

公表しております連結業績予想から変更はありません。

なお、今後、新型コロナウイルス感染症の状況等に変化が生じ、業績予想の修正が必要となった場合には、速やか

に開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,145 15,025

受取手形、売掛金及び契約資産 34,116 18,084

仕掛品 169 265

その他の棚卸資産 38 261

その他 2,596 3,185

貸倒引当金 △63 △67

流動資産合計 56,003 36,754

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,284 2,924

減価償却累計額 △2,050 △1,746

建物及び構築物（純額） 1,234 1,178

土地 2,364 1,253

リース資産 52 61

減価償却累計額 △35 △52

リース資産（純額） 16 9

建設仮勘定 1,070 1,485

その他 9,140 9,190

減価償却累計額 △6,820 △6,957

その他（純額） 2,320 2,233

有形固定資産合計 7,006 6,161

無形固定資産

その他 3,728 3,958

無形固定資産合計 3,728 3,958

投資その他の資産

投資有価証券 349 350

破産更生債権等 45 45

その他 2,876 3,204

貸倒引当金 △127 △127

投資その他の資産合計 3,144 3,473

固定資産合計 13,879 13,592

資産合計 69,882 50,347
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,423 2,893

短期借入金 18,500 3,500

リース債務 18 10

未払法人税等 983 685

賞与引当金 597 1,410

役員賞与引当金 16 －

工事損失引当金 194 149

契約損失引当金 110 91

その他 5,965 5,211

流動負債合計 30,809 13,952

固定負債

長期借入金 14,400 11,600

リース債務 0 －

退職給付に係る負債 177 174

その他 450 372

固定負債合計 15,029 12,146

負債合計 45,839 26,099

純資産の部

株主資本

資本金 8,758 8,758

利益剰余金 14,344 14,245

自己株式 △3 △4

株主資本合計 23,099 22,999

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 226 476

退職給付に係る調整累計額 242 233

その他の包括利益累計額合計 469 711

非支配株主持分 474 537

純資産合計 24,043 24,248

負債純資産合計 69,882 50,347
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 22,484 24,318

売上原価 17,910 19,150

売上総利益 4,574 5,168

販売費及び一般管理費 5,241 5,520

営業損失（△） △666 △351

営業外収益

受取利息及び配当金 14 8

持分法による投資利益 0 1

為替差益 － 28

貸倒引当金戻入額 0 0

雑収入 25 41

営業外収益合計 40 80

営業外費用

支払利息 29 25

為替差損 14 －

雑支出 12 6

営業外費用合計 56 31

経常損失（△） △683 △302

特別利益

固定資産売却益 26 1,096

投資有価証券売却益 63 －

補助金収入 － 46

特別利益合計 89 1,143

特別損失

固定資産除売却損 33 0

固定資産圧縮損 － 46

特別損失合計 33 46

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△627 793

法人税、住民税及び事業税 161 548

法人税等調整額 △286 △243

法人税等合計 △124 304

四半期純利益又は四半期純損失（△） △502 489

非支配株主に帰属する四半期純利益 10 12

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△513 477
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △502 489

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35 0

為替換算調整勘定 86 315

退職給付に係る調整額 1 △8

その他の包括利益合計 52 307

四半期包括利益 △450 796

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △482 719

非支配株主に係る四半期包括利益 31 77
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

2022年６月22日の定時株主総会において、配当を決議し利益剰余金の処分により配当に充てております。

利益剰余金の減少額576百万円

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）

該当事項はありません。

　


